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「資源」として捉えなおす

「空き家があるから」まちはおもしろい、

空き家があるから地域には可能性がある。
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建築畑を歩んできた私ですが、この 10 年は、パソコンから CAD（図面を描
くソフト）をアンインストールして、現在は、まちづくりアーティストをし
ています。 
町の不動産屋さんを仕事の一つとして始めて、少しづつ私の周りに楽しい人
が増え、場所が増え、お店が増え QOL が上がってきています。 
そんな姿や噂を聞いて、まちづくりや地域づくり、コミュニティづくりをさ
れている方からお声がけを頂く機会も増えてきました。
そこで多く聞かれる声が、「移住したいと相談を受けるけど、住む場所をつ
なぐことができない」とか「お店を始めたいけど、良い場所をつなぐことが
できない」とか。  
空き家・空き店舗がこれだけ世の中に増えていると言われているし、実際に
身の回りにも増えているのにどうしてだろうかと。 
暮らしを豊かにしてくれる人の情報が、コミュニティや地域のキーマンに集
まってきているのに不動産がボトルネックになっていて、地域にいい人を呼
び込めない状況があります。 
そこで、地域づくりやコミュニティづくりをする人が不動産業を武器の一つ
として持ち、川上から地域やコミュニティをデザインすることができたら、
地域はもっと面白くなると思っています。

持たざる者にはいい時代になりました。
ローカルはマジで人材不足、金不足。
誰も僕たちの見たい未来は作ってくれません。
地域には宝物の stock（空き家・空き店舗・空き地）が溢れかえって
僕たちはその宝物の stock を使って、楽しい未来を自ら創る。

顔の見えない誰かのためではなく、
顔の見える家族や友人が昨日より少し幸せに暮らせるように。
地域を楽しみ、遊ぶ人が増えれば、結果的に地域は活性化している状態にな
るのだと思います。
AI が出てきて、アイディアや企画には価値はなく、実際に Do するかどうか。
コスパやタイパを高めることをひたすら考え・探すより、初めの一歩を踏み
出すことに価値があります。
考えながら走る。
絶対的な目指すゴールの設定をするのではなく、変化に敏感で柔軟であり、
常に小さく何かにトライ、エラーを起こし続けること。
地域には、文化・文脈があり、そこで暮らし、働く人も違うから横展開クソ
喰らえ。
私が商店街に場所を構えた 9 年前、お茶やご飯がたべれるのは昔からの馴染
みの定食屋さん 1 軒でした。 
今は、美味しい自家焙煎のコーヒースタンドや、本格薪窯のナポリピッツァ、
グルテンフリーのカフェ、ギャラリードーナツカフェ、ミュージックカフェ
バーなども加わり QOL は爆上がり中です。
街の空き家・空き店舗の数は、昔に比べ増えたけれど、僕の QOL は反比例
してずいぶん豊かになりました。 
私達も完成しているのではなく、常に作り続けている現在進行形。 なので、
どこかに呼ばれてもそこまで手は回りません。 
私達の現場での経験と体験を STOCK SCHOOL で公開し、詰め込みました。  
ハウツースクールではなく、体感スクールが STOCK SCHOOL です。 「自分た
ちの暮らしや地域は自分たちで創る」をテーマに体感を持って帰り、 それぞ
れの地域で独自のやり方を創ってくれたら嬉しいです。
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Why did we start?

なぜ をはじめたのか
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